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データのやり取りともしものときのバックアップ
本機では、赤外線通信などを利用したデータのやり取り、S! 電話帳バックアップを使ったバックアップを利用できます。
この章では、データのやり取り、バックアップについて説明します。
※ S! 電話帳バックアップは、ソフトバンクが提供する有料のオプションサービスです。

データのやり取り もしものときのバックアップ
本機では、次の機能を使ってデータをやり取りできます。
・ 赤外線通信（fP.13-3）
・ Bluetooth®（fP.13-5）
・ USB 接続（fP.13-10）

本機では、メモリカードやパソコンにデータのバックアップを
とることができます（fP.13-11）。

S! 電話帳バックアップを使ってサーバにバックアップをとるこ
ともできます。
S! 電話帳バックアップを使うと、「携帯電話が水没したなど」ご
自宅でのバックアップが消えても電話帳を復元できます。
バックアップをとった電話帳は、パソコンで編集することもで
きます（fP.13-13）。
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赤外線通信
本機など赤外線対応の携帯電話や、他
の赤外線通信対応機器（パソコンなど）
と無線で接続し、データの送受信がで
きます。
・ 本機の赤外線通信機能は、IrMC1.1 に

準拠しています。ただし、相手側の機
器が IrMC1.1 に準拠していても、機能
によっては送受信できないデータがあ
ります。

・ 通信中やメールの送受信中、インター
ネットの利用中に赤外線通信は行えま
せん。

・ 赤外線通信中は、通話やメッセージの
受信などができません。

・ 直射日光が当たっている場所や蛍光灯
の真下、赤外線装置の近くでは、これ
らの影響によって正常に通信できない
ことがあります。

・ 認証コードは、赤外線通信機器どうしが
接続するためのパスワード（4 桁）です。
データの一括送受信では、受信側／送信
側とも同じ認証コードを入力する必要が
あります。

電話帳、オーナー情報、カレンダー
のスケジュール、予定リスト、静止
画、動画、音声ファイル、音楽ファイル、
Flash® などを送受信できます。
また、電話帳、カレンダー／予定リスト、
ブックマークを一括で送受信できます。

注意

・.インターネットやメディアプレイ
ヤーの利用中、メールやデータの編
集中などは、赤外線通信でのデータ
送信は行えません。
・.受信したデータの内容によっては、本
機に正しく登録できなかったり、一
部登録できないことがあります。

赤外線ポートの向き
・ 受信側、送信側のソフトバンク携帯電

話（または赤外線通信対応機器）を、
30cm 以内に近づけます。このとき、
両方の赤外線ポートがまっすぐに向き
合うようにします。また、間に物を置
かないようにしてください。

LOCK

赤外線ポート

30cm
以内

・ データの送受信が終わるまで、お互い
の赤外線ポートが向き合ったままの状
態にして動かさないでください。

・ 赤外線ポートが汚れていると通信しに
くくなります。汚れているときは、傷
つかないように柔らかい布で拭き取っ
てください。
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・ 正常に通信できないときは、再接続の
確認メッセージが表示されます。「赤外
線通信利用時のご注意」を確認したあ
と、「はい」を選択して再接続してくだ
さい。

データを送信する
事前に送信先を受信待機の状態にしてお
きます。

データを1件ずつ送信する

a	データの送信操作
■ データフォルダ、カレンダー、ブッ

クマークからデータを送信するとき
一覧画面で≪その他≫→「送信」→

「赤外線通信」→送信したいデータ
をチェック→≪送信≫

■ 電話帳または予定リストからデータ
を送信するとき
一覧画面で≪送信≫→「赤外線通
信」→送信したいデータをチェック
→≪送信≫

■ メモ帳からデータを送信するとき
一覧画面で≪送信≫→「赤外線通信」
→送信したいデータをタップ

・ 機能によっては詳細画面や再生画面のメ
ニューからも送信できます。

データを一括送信する

a	≪メニュー≫→「赤外線通
信」→「全件データ送信」

b	操作用暗証番号を入力→
≪OK≫

c	「電話帳」／「カレンダー／
予定リスト」／「ブックマー
ク」
・ 電話帳を選択した場合に、画像デー

タを転送するときは、「はい」を選択
します。

d	認証コード（4桁）を入力
→≪OK≫

データを受信する

データを1件ずつ受信する

a	≪メニュー≫→「赤外線通
信」→「On/Off設定」の「On」
・ Bluetooth® を「On」に設定してい

るときは、解除の確認メッセージが
表示されます。赤外線通信を起動す
るには「はい」を選択します。

・ データ受信の待機状態になります。

b	相手側機器から3分以内に
データを送信

c	着信ができなくなる旨の確
認メッセージが表示された
ら「はい」

d	保存の確認メッセージが表
示されたら「はい」
・ 絵文字ファイルを受信するときは、

保存先を「ピクチャー」／「マイ絵
文字」から選択します。

・ 受信を中止するときは「キャンセル」
をタップします。

・ 受信を強制終了するときは y を押
します。
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・ vCard に着信画像が含まれる場合、着信
画像のサイズが 100K バイトを超える
と画像を削除して電話帳に登録します。

注意

・.データの受信は、待受画面以外から
は行えません。また、パネル消灯時
自動ロック設定中や誤動作防止中、
ソフトウェア更新中にデータ受信は
行えません。

データを一括受信する

a	≪メニュー≫→「赤外線通
信」→「On/Off設定」の「On」
・ Bluetooth® を「On」に設定してい

るときは、解除の確認メッセージが
表示されます。赤外線通信を起動す
るには「はい」を選択します。

・ データ受信の待機状態になります。

b	相手側機器から3分以内に
データを送信

c	着信ができなくなる旨の確
認メッセージが表示された
ら「はい」

d	認証コード（4桁）を入力
→≪OK≫
・ 送信側と同じ認証コードを入力して

ください。

e	登録方法の選択操作
■ 追加登録するとき

「新規追加」
■ すべてのデータを削除して登録する

とき
「上書き」→「はい」→操作用暗証
番号を入力→≪ OK ≫

・ 電話帳を受信した場合は、お客様の
オーナー情報以外の電話帳は消去さ
れます。オーナー情報が送信されて
きたときは、電話番号以外の情報は
すべて上書きされます。

・ 受信を中止するときは≪キャンセ
ル≫をタップします。

・ 受信を強制終了するときは y を押
します。

使いこなしチェック！

s

 ● 赤外線通信を設定／解除する  
（rP.14-30）
 ● オーナーの情報を転送する （rP.14-30）
 ● ファイルを送信する （rP.14-30）
 ● データを一括送信する （rP.14-30）

Bluetooth®

本機など Bluetooth® 対応の携帯電話
や、他の Bluetooth® 対応機器と無線
で接続し、データの送受信ができます。
ハンズフリー機器と接続すれば、本機
を手もとで操作することなく通話でき
ます。ダイヤルアップ接続機器と接続
して、インターネットなどにアクセス
することもできます。
Bluetooth® 通信を利用するには、相手機
器も Bluetooth® 対応機器であり、同じ
プロファイルに対応している必要があり
ます。
Bluetooth® 対応のステレオヘッドフォン
を接続することで、音楽を聴くことがで
きます。
電話帳、オーナー情報、カレンダー／
予定リストのスケジュール、予定リス
ト、静止画、動画、音声ファイル、音
楽ファイルなどを送受信できます。
また、電話帳、カレンダー／予定リスト、
ブックマークを一括で送受信できます。
本機の Bluetooth® の仕様は次のとおり
です。
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項　目 仕　様

通信方式 Bluetooth® 標 準 規 格
Ver.2.0

対応プロファ
イル

Headset Profile
Hands-Free Profile
Serial Port Profile
Dialup Network ing 
Profile
File Transfer Profile
Object Push Profile
Advanced Audio
Distribute Profile
Audio/Video Remote 
Control Profile
Basic Imaging Profile1

Basic Printing Profile
Generic Access Profile
Service Discovery
Protocol
Generic Object
Exchange Profile

出力 Bluetoo th ® Power 
Class1

見通し通信
距離 2

約 20 m 以内

使用周波数帯 2.4 GHz

Bluetooth® 
QD ID

B015147

1 本機ではプリント関連機能のみ対応し
ています。
2 相手機器との間の障害物や電波状況な

どによって変化します。
・ 本機はすべての Bluetooth® 機器との

無線接続を保証するものではありませ
ん。

・ 相 手 機 器 が Bluetooth® 標 準 規 格に
適合していても、相手機器の特性や仕
様によっては接続できなかったり、操
作方法や表示、動作などが異なったり、
データの送受信ができなかったりする
ことがあります。

・ Bluetooth® 対応機器が使用する電波
帯（2.4GHz）は、いろいろな機器が
共有して使用する電波帯です。このた
め、他の機器の影響によって通信速度
や通信距離が低下したり、通信が切断
されることがあります。

・ ワイヤレス通話やハンズフリー通話を
するときに、接続機器や通信環境によ
り、雑音が入ることがあります。

・ Bluetooth® 対応のステレオヘッドフォ
ンに接続して音楽を聴いている場合は、
他の機器に接続することはできません。

・ USB 機能と Bluetooth® 機能は同時に
利用できません。

・ 本機に USB ケーブルを接続するとき
は、Bluetooth® 機能を「Off」にする
必要があります。

Bluetooth®機能を設定／解
除する

a	≪メニュー≫→「設定」→「外
部接続」→「Bluetooth」

b	≪ On≫／≪Off≫
・ 赤外線通信を「On」に設定している

ときは、解除の確認メッセージが表
示されます。Bluetooth® を起動す
るには「はい」を選択します。

・ 「On」に設定すると、ディスプレイ最上
段に が表示され、Bluetooth® 対応機
器と接続できるようになります。
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Bluetooth®対応機器を検索
して登録する

接続したい Bluetooth® 対応機器を登録
済みデバイスリストに登録します。最大
10 件登録できます。登録時には、本機と
相手機器とで同じ認証コードを入力する
必要があります。
あらかじめ、相手機器の Bluetooth® 機
能を有効にしてから操作してください。

a	≪メニュー≫→「設定」→「外
部接続」→「Bluetooth」

b	≪デバイス検索≫
・ Bluetooth® 機能が「Off」のときは

自動で「On」に設定され、デバイス
を検索します。

c	検索に応答したデバイスが
表示されたら、登録する機
器をタップし、選択された
ことを確認後ドラッグして
へドロップ

d	認証コード（4～16桁）
を入力→≪OK≫

e	相手機器側で30秒以内に
同じ認証コードを入力
・ 相手機器と接続が完了し、相手機器

のデータを参照したり取得したりで
きる状態になります。

・ 認証コードは、Bluetooth® 対応機器ど
うしが接続するためのパスワード（4 ～
16 桁）です。相手がハンズフリー機器
などの場合は、ハンズフリー機器側で決
められている認証コードを入力します。
一度登録した機器は次回からは認証コー
ドの入力が不要になります。
・ 相手機器との認証が正常に行われなかっ

たときは、もう一度認証を行うかどうか
の確認メッセージが表示されます。行う
ときは「はい」を選択して操作 d から
やり直してください。
・ 登録済みデバイスがすでに 10 件登録さ

れているときは、一番古いデバイスが削
除され、新たに登録できます。すべてが
認証済みの場合は、登録済みのデバイス
がいっぱいである旨のメッセージが表示
されます。
・ デバイスのアイコン
	 ：パソコン ：携帯電話
	 ：その他 ：プリンタ
	 ：ハンズフリー機器／ヘッドセット

・ 他の Bluetooth® 対応機器から接続要求
がある旨の確認メッセージが表示された
ときは、「はい」を選択し、30 秒以内に
相手側と同じ認証コードを入力します。
すでに登録済みのハンズフリー機器など
から接続要求があったときは、「はい」
を選択すると認証コードの入力操作なし
で接続できます。

接続したデバイスのデータを
参照する

相手機器の共有フォルダや共有ファイル
を参照できます。参照している側からの
操作で、データやフォルダを受信したり、
削除したりすることもできます。

a	≪メニュー≫→「設定」→「外
部接続」→「Bluetooth」

b	登録済みデバイスのアイコ
ンをタップ→「ブラウズデ
バイス」

c	参照される側で接続を承認
する操作
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データを送信する

データを１件ずつ送信する

a	データの送信操作
■ データフォルダ、カレンダーのスケ

ジュール、ブックマークからデータ
を送信するとき
一覧画面で≪その他≫→「送信」→

「Bluetooth」→送信したいデータ
をチェック→≪送信≫→確認メッ
セージが表示されたときは「はい」

■ 電話帳、予定リスト、メディアプレ
イヤーからデータを送信するとき
一覧画面で≪送信≫→「Bluetooth」
→送信したいデータをチェック→
≪送信≫→転送の確認画面が表示さ
れます。Bluetooth 画面へ移動し
ます。

■ メモ帳からデータを送信するとき
一覧画面で≪送信≫→「Bluetooth」
→送信したいデータをタップ

b	送信先のデバイスのアイコ
ンをタップし、選択された
ことを確認

c	送信するデータのアイコン
を へドロップ

・ 受信側が通信を承認すると、送信が
始まります。

・ 送信先が登録されていないときは、
周辺デバイスを検索し、登録します。

・ 機能によっては、詳細画面や再生画面の
メニューからも送信できます。

データを一括送信する

a	≪メニュー≫→「設定」→
「外部接続」→「Bluetooth」
→≪全件データ送信≫

b	送信先のデバイスのアイコ
ンをタップし、選択された
ことを確認

c送信するデータのアイコン
を へドロップ→操作用暗
証番号を入力→≪OK≫
・ 送信先が登録されていないときは、

周辺デバイスを検索し、登録します。

d	「電話帳」／「カレンダー／
予定リスト」／「ブックマー
ク」
・ 電話帳を選択した場合に、画像デー

タを転送するときは、「はい」を選択
します。

データを受信する

データを1件ずつ受信する
送信側からの接続を承認すると受信が開
始され、データが保存されます。

a	データ交換の確認メッセー
ジが表示されたら「はい」

b	データ受信の確認メッセー
ジが表示されたら「はい」
・ 絵文字ファイルを受信するときは、

保存先を「ピクチャー」／「マイ絵
文字」から選択します。

・ フォルダを受信したときは、すべてデー
タフォルダの「その他ファイル」フォル
ダに保存されます。
・ vCard に着信画像が含まれる場合、着信

画像のサイズが 100K バイトを超える
と画像を削除して電話帳に登録します。
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データを一括受信する

a	≪メニュー≫→「設定」→
「外部接続」→「Bluetooth」
→≪On≫
・ 赤外線通信を「On」に設定している

ときは、解除の確認メッセージが表
示されます。Bluetooth® を起動す
るには「はい」を選択します。

・ データ受信の待機状態になります。
送信側からデータを送信してくださ
い。

b	データ交換の確認メッセー
ジが表示されたら「はい」

c	登録方法の選択操作
■ 追加登録するとき

「追加」
■ すべてのデータを削除して登録する

とき
「上書き」→「はい」→操作用暗証
番号を入力→≪ OK ≫

・ 電話帳を受信した場合は、お客様の
オーナー情報のみ消去されません。
オーナー情報が送信されてきたとき
は、電話番号以外の情報はすべて上
書きされます。

・ 受信を中止するときは≪キャンセ
ル≫をタップします。

・ 受信を強制終了するときは y を押
します。

ステレオヘッドフォンなどで
音楽を聴く

メ デ ィ ア プ レ イ ヤ ー の 再 生 音 を
Bluetooth® 対応のステレオヘッドフォン
やヘッドセットに接続して聴くことがで
きます。

設定する

a	≪メニュー≫→「メディア
プレイヤー」／「TV」→「設
定」→「サウンド設定」（「TV」
の場合のみ）→「オーディ
オ出力設定」

b	「Bluetooth 機器」を選択

c	接続先のデバイスをタップ
し、選択されたことを確認

d	接続するヘッドフォンのア
イコンを へドロップ

再生中に切り替える

a	メディアプレイヤーで
ミュージックまたはムー
ビーを再生

b	≪ヘッドフォンに接続≫
・ 事前に接続するデバイスを選択して

いる場合は、選択されているデバイ
スに自動的に接続します。

c	接続先のデバイスをタップ
し、選択されたことを確認

d	接続するヘッドフォンのア
イコンを へドロップ
・ 接続先が登録されていないときは、

周辺デバイスを検索し、登録します。

・ ミュージック再生中に音声出力をヘッド
フォンから本機に切り替えるには、≪本
体で聴く≫をタップします。
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使いこなしチェック！

brP.13-16
 ● 接続したデバイスのデータを削除したい
 ● 個別に周辺デバイスを検索したい

s

 ● Bluetooth® 機能を設定／解除する 
（rP.14-29）
 ● Bluetooth® 対応機器を検索して登録す
る （rP.14-29）
 ● 電話帳、カレンダー／予定リスト、ブッ
クマークをそれぞれ一括送信する  

（rP.14-29）
 ● 本機の表示名を編集する （rP.14-29）
 ● 本機の機器アドレスを確認する 
（rP.14-29）
 ● 他の Bluetooth® 機器から検索／登録す
る （rP.14-29）
 ● データ転送時の認証を設定する  
（rP.14-29）
 ● ハンズフリー機器接続時の通話の開始方
法を設定する （rP.14-29）
 ● 着信時の応答方法を設定する  
（rP.14-29）
 ● 着信時の応答時間を設定する  
（rP.14-30）
 ● S! アプリの通信を設定／解除する  
（rP.14-30）
 ● 利用できる Bluetooth® の機能を確認す
る （rP.14-30）

USB接続
本機を USB ケーブルでパソコンと接
続し、データを送受信することができ
ます。プリンタと接続して静止画を印
刷することもできます。
本機は USB2.0 に対応しています。
本機をUSBケーブルでパソコンと接続
する前に、USB ドライバと Samsung 
New PC Studio をインストールする
必要があります。インストール手順や
ご利用いただけるパソコンの動作環境
などについては SAMSUNG ホーム
ペ ー ジ（http://jp.samsungmobile.
com/pc/lineup/931download.
html）でご確認ください。

USB接続でできること
次のような操作ができます。
・ パソコン側からの操作で本機のデータ

フォルダのファイルを転送する
・ パソコン側から送信されたファイルを

受信し、データフォルダに保存する
・ パケット通信をする

注意

・.携帯電話とパソコンやPDAを接続し
てインターネットをご利用いただく
場合（モバイルデータ通信）は、短
期間で大量のパケット通信が行われ
ることが多く、パケット通信料が高
額となる可能性がございます。ご利
用される場合は、通信料をご確認い
ただきながらご利用いただくことを
おすすめします。
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カードリーダーモードでデー
タを送受信する
メモリカードを取り付けた状態の本機
とパソコンをUSBケーブルで接続す
ることで、パソコンからメモリカード
にアクセスしてデータの読み書きがで
きます。

パソコンに接続する／取り外す

a	本機とパソコンをUSB	ケー
ブルで接続

b	≪メニュー≫→「設定」→「外
部接続」→「USB接続モー
ド」→「カードリーダーモー
ド」→「はい」

c	操作用暗証番号を入力→
≪OK≫

d	パソコンからデータを読み
書き

・	S! メールの受信中や Samsung	New	
PC	Studio の利用中、S! ともだち状況
で「私の状況」が「オンライン」になっ
ている場合などは、カードリーダーモー
ドはご利用になれません。
・	カードリーダーモードでの利用中は、通
話やメッセージの受信などができませ
ん。

e	パソコンでハードウェアデ
バイスの取り外し操作

f	接続中に≪終了≫

g	USBケーブルの取り外し

注意

・	ハードウェアデバイスの取り外し操
作を行うまでは、絶対にUSBケーブ
ルを抜かないでください。

使いこなしチェック！

s

	●カードリーダーモードを起動する		
（rP.14-30）
	●PCとの同期モードを起動する		
（rP.14-30）

メモリカードバックアップ
本機では、電話帳などのデータをメモ
リカードへバックアップ（一括保存）
できます。バックアップしたデータは
あとで読込み（一括復元）できます。
・	あらかじめバックアップしておけば、
大事なデータを誤って消してしまっ
たときでも、あとで復元できます。
・	データの種類ごとに1つのバック
アップファイルとして保存されます
（転送日のファイル名が付きます）。
・	バックアップできるデータの種類は
次のとおりです。
-	電話帳
-	カレンダー
-	予定リスト
-	コンテンツ・キー
-	ブックマーク

・	バックアップは、個人データの保存や同
機種間（メモリカード対応機）での情報
共有、または機種交換時の個人データの
移動などの目的で行うことをおすすめし
ます。
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メモリカードバックアップ時
のご注意
・ 電池残量が少ないときは、利用できま

せん。
・ バックアップやデータ読込み中は、電

話やメールは利用できません（着信も
できません）。

・ データの内容によっては、バックアッ
プできないことがあります。また、バッ
クアップしたデータの内容によっては、
他のソフトバンク携帯電話やパソコン
などで利用できないことがあります。

・ 本機またはメモリカードの空き容量が
少ないときは、バックアップが正常に
行えないことがあります。

・ 本機に保存できる予定／用件は、カ
レンダーと予定リストを合わせて最大
500 件です。メモリカードからの読込
み中、500 件に達すると、確認メッセー
ジが表示され、超過分は登録されません。

・ バックアップ時、ブックマークのデー
タは、Yahoo! ケータイ、PC サイトブ
ラウザのブックマークのデータをバッ
クアップします。

・ バックアップしたブックマークのサイ
ズが大きいとき、データ形式によって
は正しく読み込めないことがあります。

・ 電話帳のバックアップ時、電話帳に設
定した画像のサイズによっては、バッ
クアップデータに含まれないことがあ
ります。

・ メモリカードにバックアップファイル
として保存されたあとは、メモリカー
ドから読み込むまでは、本機でデータ
の内容を確認できません。

・ コンテンツ・キーをバックアップする
ときは、次の点にご注意ください。
- コンテンツ・キーのバックアップ
ファイルは 1 つしか保存できないた
め、再度別のコンテンツ・キーをバッ
クアップすると、前回のバックアップ
ファイルは確認メッセージが表示され
て上書きされます（前回バックアップ
したファイルを残したいときは、メモ
リカードからコンテンツ・キーのバッ
クアップファイルを本機へ読み込んだ
あと、あらためてバックアップの操作
を行ってください）。
- メモリカードへバックアップ時、コン
テンツ・キーは本機からメモリカード
へ移動するため、コンテンツ・キーを
移動したファイルは使用できなくなり
ます。
- 本機へ読込み時、コンテンツ・キーは、
本機内のコンテンツ・キーを上書きせ
ず、追加します。

メモリカードにバックアップ
する

a	≪メニュー≫→「設定」→「メ
モリ設定」→「メモリカード」

b	≪メモリカードへ保存≫

c	「はい」→操作用暗証番号を
入力→≪OK≫

d	「電話帳」／「カレンダー」
／「予定リスト」／「コン
テンツ･キー」／「ブックマー
ク」

e	確認メッセージが表示され
たら「はい」
・ バックアップを中止するときは

≪キャンセル≫をタップします。
・ 「コンテンツ・キー」を選択した場合

に、メモリカードに以前バックアッ
プした「コンテンツ・キー」のバッ
クアップファイルがあるときは、上
書きをするかどうかの確認メッセー
ジが表示されます。上書きをするに
は「はい」を選択します。
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メモリカードから読み込む

a	≪メニュー≫→「設定」→「メ
モリ設定」→「メモリカード」

b	≪メモリカードから読込
み≫

c	「はい」→操作用暗証番号を
入力→≪OK≫

d	「電話帳」／「カレンダー」
／「予定リスト」／「コン
テンツ･キー」／「ブックマー
ク」

e	ファイルを選択
・ バックアップファイルを削除すると

きは、≪削除≫→削除したいファイ
ルをチェック→≪削除≫→「はい」
をタップします。

f	「追加」／「上書き」
・ 復元を中止するときは≪キャンセ

ル≫をタップします。

使いこなしチェック！

s

 ● メモリのバックアップをとる  
（rP.14-28）
 ● バックアップしたデータから復元する  
（rP.14-28）

S! 電話帳バックアップを
利用する

S! 電話帳バックアップとは、本機の
電話帳をサーバにバックアップしたり、
本機の電話帳とサーバ内の電話帳の同
期をとる（同じ状態にする）ことがで
きるサービスです。本機の破損時や紛
失時の備えとして、便利にお使いいた
だけます。

バックアップ／読み込み

同期

電話帳

サーバ

PCから読み込み／
PCに保存

パソコンで
電話帳編集

・ S! 電話帳バックアップのご利用には、
別途お申し込みが必要です（有料）。
・ 機種変更をしても、他のS!電話帳バッ

クアップ対応機で電話帳を引き継ぐ
ことができます。
・ ご利用のお申し込み後は、ネットワー

ク自動調整実行時に自動同期設定※が
「On」になり、電話帳編集後に自動で
バックアップを行います。
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・ お客様ご自身で自動同期設定を「Off」
に設定した場合も、再度ネットワーク
自動調整を実行すると自動的に「On」
に変更されますので、ご注意くださ
い。
・ サービス解約後は、自動同期設定が
「Off」になっていることをご確認くだ
さい。

※自動同期設定の「同期モード」は「通 
 常同期」に設定されます。電話帳を編 
 集してから約 10 分後に同期が実行さ 
 れます。

注意

・.S! 電話帳バックアップのご利用時
（バックアップ／読込み、同期）には、
パケット通信料が発生します。

・ 次の項目は S! 電話帳バックアップで同
期できません。「サーバーから読込み」
を行うと、本機本体の電話帳の設定が
失われますので、ご注意ください。
- フォト
- 着信音設定、バイブ設定（音声着信／
TV コール着信／メール着信／ S! と
もだち状況）
- 血液型
- 趣味

・ バックアップ／読込みのタイミングや
同期の方向にご注意ください。
- 本機本体の電話帳をすべて削除したあ
と「通常同期」、「本体変更データ送信」、

「サーバーへバックアップ」を行うと、
サーバ内の電話帳もすべて削除されま
す。
- サーバ内の電話帳をすべて削除したあ
と「通常同期」、「サーバー変更データ
受信」、「サーバーから読込み」を行う
と、本機本体の電話帳もすべて削除さ
れます。

・ 電話番号など、複数登録できる項目の
登録可能件数が、本機（または機種変
更後の機種）とサーバとで異なる場合
に、同期を行うと、両方とも少ない方
の件数に統一されます。

・ 3G シリーズに機種変更したときの
サービスの継続については、次のとお
りです。

内　容 説　明

S!電話帳バックアッ
プ対応

サーバ内の電話帳は
保持され、そのまま
お使いいただけます。

S!電話帳バックアッ
プ非対応

S!電話帳バックアッ
プの契約は継続され、
サーバ内の電話帳
は保持されます。た
だし、携帯電話から
の操作はできません

（パソコンからの操
作だけになります）。

・ S! 電話帳バックアップを解約すると、
サーバ内の電話帳は削除されます。
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同期モードの種類は次のとおりです。

同期モード 説　明

通常同期 本機の電話帳更新情報の
バックアップ、サーバ上
の電話帳の更新情報読込
みを同時に行います。1

本体変更データ
送信

本機の電話帳更新情報を
バックアップします。2

サーバー変更
データ受信

サーバ上の電話帳更新情報
を読込みます。3

サーバーへバッ
クアップ

既存のサーバ上の電話
帳をすべて消去し、新た
に本機の電話帳をすべて
バックアップします。4

サーバーから読
込み

既存の本機の電話帳をす
べて消去し、新たにサー
バ上の電話帳をすべて読
込みます。ただし、本機
の電話帳が保存できる件
数以上は読み込めません。
サーバ上の電話帳で編集
を行った日付が新しい順
に本機の電話帳に読み込
まれます。5

1 本機の電話帳とサーバ上の電話帳で
同じフィールドを更新していた場合は、
基本的にサーバ上の電話帳更新情報を
優先します。

2 サーバ上の電話帳更新情報は本機へは
反映されません。
3 本機の電話帳更新情報はサーバ上の電

話帳へは反映されません。
4 サーバ上の電話帳はすべて消去されま

すので、ご注意ください。
5 本機の電話帳はすべて消去されますの

で、ご注意ください。

・ 初めて利用する場合や、前回の同期が途
中でキャンセルされるなど正常に終了し
なかったあとに同期を行った場合は、設
定にかかわらず「全部同期」が行われま
す。

電話帳の同期を行う
サーバで管理している電話帳に接続して、
本機の電話帳との違いを補い合うことが
できます。

a	≪メニュー≫→「電話帳」
→「S! 電話帳バックアップ」
→「同期開始」

b	操作用暗証番号を入力→
≪OK≫

c	「通常同期」／「本体変更デー
タ送信」／「サーバー変更
データ受信」／「サーバー
へバックアップ」／「サー
バーから読込み」→「はい」
→「OK」

注意

・.同期を開始すると、ネットワークに
接続します。ネットワークの接続中
は通信料が発生します。同期が終了
すると、自動的にネットワークの接
続を解除します。
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電話帳の自動同期設定を行う
「自動同期設定」を「On」に設定すると、
同期頻度と同期モードを設定する必要が
あります。

自動同期を設定する

a	≪メニュー≫→「電話帳」
→「S! 電話帳バックアップ」
→「自動同期設定」→操作
用暗証番号を入力→≪OK≫

b	「On/Off設定」の「On」

c	「同期モード」

d	「通常同期」／「本体変更デー
タ送信」／「サーバー変更
データ受信」／「サーバー
へバックアップ」／「サー
バーから読込み」

e	「同期頻度」→「頻度」

f	設定の選択操作
■ 月に 1 回バックアップするとき

「毎月」→時刻欄をタップ→時刻を
入力→日付欄をタップ→日付を入力

■ 週に 1 回バックアップするとき
「毎週」→時刻欄をタップ→時刻を
入力→曜日欄をタップ→曜日を選択

■ 電話帳編集 10 分後にバックアップ
するとき

「電話帳編集後」

g	≪保存≫
・ 自動同期設定解除するには、「On/Off 設

定」で「Off」を選択します。

使いこなしチェック！

brP.13-17
 ● S! 電話帳バックアップの履歴を削除した
い

便利な機能
b
Bluetooth®に関する便利な機
能
接続中のデバイスを解除したい
≪メニュー≫→「設定」→「外部接続」→

「Bluetooth」→登録済みデバイスのアイコ
ンをタップ→「削除」

接続したデバイスのデータを取得した
い
≪メニュー≫→「設定」→「外部接続」→

「Bluetooth」→登録済みデバイスのアイコ
ンをタップ→「ブラウズデバイス」→参照
される側で接続の承認操作

■	ファイルを1件取得するとき
相手のファイルの保存場所を選択→取得
したいファイルを選択

■	サブフォルダ／ファイルを複数取得する
とき
ファイルの保存場所を選択→≪取得≫→

「フォルダ」／「ファイル」→取得したい
ファイルをチェック→≪取得≫

■	フォルダごと取得するとき
≪取得≫→「フォルダ」→取得したいフォ
ルダを選択
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接続したデバイスのデータを削除した
い ［削除］
≪メニュー≫→「設定」→「外部接続」→

「Bluetooth」→登録済みデバイスのアイ
コンをタップ→「ブラウズデバイス」→参
照される側で接続の承認操作→フォルダを
選択→≪削除≫→削除したいファイルを
チェック→≪削除≫→参照される側で削除
の承認操作

接続したデバイスの内容を確認したい
≪メニュー≫→「設定」→「外部接続」→

「Bluetooth」→確認したいデバイスのアイ
コンをタップ→「デバイス情報」

接続したデバイスの登録名を編集した
い
≪メニュー≫→「設定」→「外部接続」→

「Bluetooth」→デバイス名を変更したいデ
バイスのアイコンをタップ→「デバイス名
変更」→デバイス名を編集

接続したデバイスの認証を設定したい
≪メニュー≫→「設定」→「外部接続」→

「Bluetooth」→認証設定したいデバイスの
アイコンをタップ→「デバイス認証」／「デ
バイス認証拒否」
・ 「デバイス認証」時に操作すると、「デバ

イス認証拒否」になります。

接続したデバイスを削除したい
≪メニュー≫→「設定」→「外部接続」→

「Bluetooth」→削除したいデバイスのアイ
コンをタップ→「削除」→「はい」

個別に周辺デバイスを検索したい 
	 ［デバイス別検索］
≪メニュー≫→「設定」→「外部接続」→

「Bluetooth」→≪その他≫→「デバイス別
検索」→項目を選択
・ 「Bluetooth アドレス」を選択したとき

は、アドレスを入力します。

b
S! 電話帳バックアップに関す
る便利な機能
S! 電話帳バックアップの履歴を確認し
たい
≪メニュー≫→「電話帳」→「S! 電話帳バッ
クアップ」→「同期ログ」→ログを選択

S! 電話帳バックアップの履歴を削除し
たい ［削除］
≪メニュー≫→「電話帳」→「S! 電話帳バッ
クアップ」→「同期ログ」→≪削除≫→削
除したい履歴をチェック→≪削除≫
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